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Communique 9 
日本学生自転車競技連盟 

事 務 連 絡 

参加チーム・選手各位 

 

皆様のご協力のもとお陰さまをもちましてインカレ参加者の受付・集計を終了いたしました。 

この過程において、いくつかのチームより問い合わせ・依頼がありました。 

改めて皆様に下記事項を周知させていただきます。 

 

（エントリー手続） 

・エントリーの受付には期日があり、期日内にエクセルシートの電子 mail 送付と Google フォーム記載の両

方を完了することにより成立します。 

・２種類の送信方法を併用することにより、本連盟側器材が原因となる受信トラブル等を早期に発見し、参加

チームが不利にならないように配慮しています。 

・送信側の器材や通信上のトラブルにより電子mail が送信されていないなどの状況については、Google フ

ォーム記載が期日内にあれば本連盟としても察知可能ですが、それがない場合は把握できません。 

 

（受付リストの公開） 

・当連盟で受け付けたエントリーの集計結果に事務的なミスがないか、ミスがあった場合に早期に発見・修正

できることを期して受付リストを本連盟webサイト上に公開するようにしています。 

これは以前、本連盟の集計ミス・転記漏れが大会当日のスタート直前に見つかり、スタート時間を遅らせてス

タートリストを再作成せざるをえなくなった経験に基づくものです。 

受付リストの公開は、チーム側の事情による追加や変更の機会を提供するものではありません。 

 

（セフティライド講習・研修、アンチドーピング講習会の事前受講義務、チームスタッフのライセンス規程） 

・本連盟ではよりリスクの低い大会運営を目指すなかで、参加選手・チーム代表者の皆様にも一定の講習会・

研修会を受講し、適切なライセンスを所持していただくこととしています。 

座学系講習会は、全国どこからでも、時間的にも参加しやすいように夜間のリモート開催としております。 

リモート講習会は参加しやすいという利点がありますが、主催者としては受講者の方が本当に受講しているの

かの確認がしづらい面があります。このため、一定の手順・手続（事前申込み・受講・事後レポート提出な

ど）を踏むことによって受講者を認定しています。 

リモート会議は参加者が一定の人数を超えると定員を超えた受講者が入室できなってしまいますので、事前に

人数を把握する必要があり、事前申込み無しで当日に「受講した」という申し出を後から頂いても、受講者と

して認定することができません。また、セフティライド講習会はこれまで多数開催してきており、どの講習も

聞いていたくと有意義な内容になっているかと思います。 

セフティライド講習会は全回受講する、という気持で頂きたいと思います。エントリー要件の最低数だけ受講

すればよい、という性格のものではありません。 

また、アンチドーピングに関する基礎知識は競技者として必須のものです。２０２４年にはこれまで５回の講

習会受講チャンスがあったかと思います。序盤の講習会において手続ミスで受講が認定されなかった方にも再

チャレンジの機会は充分に提供されていたかと存じます。 

 

今般、事務局はたいへん多忙となっております。円滑な事務手続にご協力をお願いいたします。お問い合わせ

の際には選手個人からではなく、チーム代表者から責任をもって連絡するようにお願いします。 

以上 


